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諌早湾締め切り後の提内の干陸地におけるカキ床の分布と

小江沖カキ床での雑草の定着

陣 野 信 孝
長崎大学教育学部生物学教室

(平成10年3月13日受領)
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attheseBedsbeyondOe

NobutakaJINNO

BiologicalLaboratory,FacultyofEducation,NagasakiUniversity,

Bunky0-machi,Nagasaki,852-8521,Japan
(ReceivedMar.13,1998)

Abstract

lnnerpartoflsahayaBaywasclosedforthereclamationonApril14,1997,andthe

waterlevelintheregulatingpondwaskeptat-1孤ofsealevelstandardizedatTokyo

Bay.Therefore,abroadsaltymudflatdriedupandawideareaofanoysterbedemerged

attheareabeyondOe.Itconsistedofmanyoysterbedsandtheywereabout2×3-5×10

lTfandtheirheightswere30-50cm.Aftertheclosing,theseoystersatbedsweredead
afterawhile.

ManykindsofweedswereconfirmedonthesoilamongshellsofthesebedsfromJune

afterthedeathoftheseoyster.AfieldsuⅣeywasdoneonÅug.,Nov.1997andonFeb.

1998,atsevensameoysterbedssetbeyondOe.

DominatspecieswereBidensfrondosaandEcliptaprostrataonAug.1997,EcliptaproI
strataandSonchusoleraceusonNov.1997,Sonchusoleraceus,onFeb.1998,fromthe

surveyattheseoysterbeds.Moreover,45specieswereconfirmedatthewholeareaof

oysterbedsonleftbankofR.HonmyoonFeb.1998.

However,plantsdidnotgrowatclayeysoilsaroundtheoysterbedatthesurveyon

Åug.1997.BudsofaChenopodium glaucum andahalophyticplant,Chenopodium

stenoPhyllumwerescarcelyconfirmedaroundoysterbedsonNov.1997andonFeb.1988,

respectively.

Soilsatoysterbedswereweatheredandwerefoundtobedesalinized.While,Soils

aroundoysterbedswerefoundtobesaltyandwerereducedstate.

Soilsalinityandsoiloxidative-reductivestatewerefoundtobelimitingfactorsforthe

invasionandestablishmentofweedsintothereclamlngland.

Keywords:Afterreclamation-Bidensfrondosa-Eclipta♪rostrata-IsahayaBay-

Sonchusoleraceus-Oysterbeds-Soiloxidative-reductivestate-Soilsalinity-Weeds.
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Ⅰ は じ め に

諌早湾奥が干拓工事のために,1997年4月14日に潮受け堤防でしめきられた｡提内の

3550hnのうち1840hαが干陸地,1710hdが調整池の予定となっている,調整池の水位が-

1mに保たれているため,広大な干陸地が出現した｡

提内の北西部の本明川沿いの小江沖一帯の潟土にカキの養殖場があったが干上がってし

まった,ここは,径が数メートルから十数メートル,高さ30-50cmの無数のカキ床からな

っていた｡堤防によって締め切られる前は,海水に定期的に浸かっていために,雑草は全

く侵入できなかったところである,つまり,植物の非生育地であった,カキの死後,カキ

殻の間の土壌に同年の6月ごろから陸上の種子植物,いわゆる雑草が侵入し定着し始めた,

カキ床の土壌には有機質が豊富にふくまれていたと考えられ,8月にはすごく繁茂した,

一方,カキ床のまわりの土壌には,雑草はまったく侵入していなかった｡

小江沖も含めて,諌早湾奥の捉内の塩沼地,いわゆる潟土の非生育地であったところへ

の雑草の侵入 ･定着について,土額性質との関連から筆者が1998年に報告したl).
今回は小江沖のカキ床への植物の侵入と定着について,士卒性質の継時的変化,雑草の

遷移,種子の供給面から考察することにした｡

Ⅱ 調 査 地

提内の本明川沿いに分布しているカキ床とその周辺部を対称とした｡調査を開始しころ

にはすでにカキ床には多くの雑草が侵入していたが,植物の遷移の調査には本明川左岸の

小江沖を選んだ｡植物相の調査は本明川左岸一帯のカキ床において実施した｡

Ⅲ 調 査 方 法

1.カキ床の分布域の調査

1997年8月に,本明川左岸は現地の踏査,右岸は左岸や近くの既設の堤防から双眼鏡を

用いて調べた｡

2.カキ床一帯の植物の遷移調査

遷移調査のため,小江沖に7個 (St.1-St.7)の径が約2×3nfのカキ床を設定した

(Fig.1)｡同じカキ床で出現する植物を1997年8月,11月,1998年2月の3回にわたり調

査した｡出現する植物種全部をリストアップし優占種を調べ,さらに,調査月毎に7つの

カキ床間でそれぞれの種の出現頻度をだした｡また,植物個体の生育段階についても調

べた｡

3.カキ床一帯の植物相調査

1998年の2月に,本明川左岸一帯のカキ床をくまなく踏査した｡

4.カキ床中とそのまわりの土壌の電気伝導度 (EC)の測定

1997年7月21日と1998年2月11日の2回にわたり採土した土事について測定した.
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(1)採 土

① カキ床では,死んだカキ殻ごとスコップで掘り起こし,土壌だけポリ袋に採取した｡

② カキ床のまわりでは,表土 (0--1cm)と深さ-10--15cmの土嚢をポリ袋に採取し

た｡

(2)土壌の風乾と粉砕

① 採取した土壌は,新聞紙に広げて窓際において数日間おいた｡-10--15cmの土壌は

含水率高く粘性があるため,そのまま乾燥させると石のように固くなり粉砕するのが

困難となる｡それで,半乾きのときに粉砕しやすいように小さくて平たい固まりにし

て乾燥をたすけた｡

(多 士の固まりは,粉砕器にかけられるように木づちなどでできるだけ小さく砕いた｡

(釘 粉砕器 (柴田,SCM140A)で粉砕し,ビニル袋にいれて保存した｡

(3)電気伝導度 (EC)の測定

粉砕した土壌 5gをビーカーにとり蒸留水25mEを入れて十分に撹拝した後,3000

rpmで遠心しその上清をECメーター (ToÅ,MM-30S)で測定した｡この測定

は,土壌の塩分と除塩の進行を知る目的で行うものである｡

5.土壌のpH(KCt)の測定

1997年 7月21日と1998年 2月11日に採土したの土嚢について測定した｡pHの測定には,

上記の3.(2)の風乾粉砕土嚢を用いた｡土壌5gに1M KClを25m拍口え十分に撹拝し

た｡撹拝懸濁液をpHメータ- (ToÅ,HM-20E;電極,ToÅ,GST-5212S)

で測定した｡

6.土壌の酸化還元電位 (EC)の測定

1997年 7月21日,11月19日,1998年2月11日の3回にわたって現地測定した｡

カキ床のまわりの土嚢において,現地測定を実施した｡pHメータ- (HORIBA,D

-14)にセットした酸化還元測定用電極 (HORIBA,6860-10C)を土壌断面に突き

刺して測定した.メーターの読みが正のときは酸化状態で,それが負のときは還元状態で

あることを示す｡この測定は土壌の酸化還元状態,つまり,土嚢中の酸素の有 ･無を知る

目的で行うのもである｡

Ⅲ 結 果 と 考 察

1.カキ床の分布

カキ床は授内の本明川の左 ･右岸に分布していた｡小江沖一帯には広い分布がみられ

た (Fig.1,2)0

2.植物遷移の定点調査

1997年8月21日の調査では,7つのカキ床 (St.1-St.7)で合わせて6科15種が観察さ

れた｡それらの中で,アメリカセンダングサとタカサブロウは優占種で,いずれも出現頻

度が100%であった｡これらに次いで,ノゲシ,セイタカアワダチソ,ギシギシ,チョウ
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Fig.1.AsiteofanoysterbedsetbeyondOe.

Fig.2.MapshowingadistributionofanoysterbedalongR.HonmyobeyondOe.

ジタデがいずれも43%であった｡出現した15種のうち,ヨシを除いてすべてが開花期～果

実期であった (Table1)0

同年11月19日の調査では,9科21種が確認できた,8月21日の調査で優占種でしかも出

現頻度が100%のアメリカセンダングサは枯死した｡そのはか,チョウジタデ,メヒシバ,

ホウキギク,ミチャナギ,クサネムも枯死した｡枯死前のタカサブロウとノゲシは優占種
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で出現頻度は100%であった｡ノゲシは生育初期のものもと果実期のものとが混生してお

り全体として個体数が著しく増加した｡そのほか,ギシギシ,カラムシ,ヨモギ,オオア

レチノギク,ヨシが8月の調査に比べて出現頻度が増した｡なかでも,ヨモギとオオアレ

チノギクの増加が高かった｡11月の調査で新しく出現した種はイヌガラシのはか12種あっ

た｡この時期の植物は大半が果実期のものであった｡

1998年2月11日の調査では,9科18種が確認できた｡前年の11月の調査で優占種で出現

頻度が100%であったタカサブロウは枯死した｡そのはか,カラムシ,アキノノゲ,ヨシ

など10種が枯死した｡ノゲシは開花期～果実期のものはなく,生育初期～中期のもので個

体数もふえて優占種でしかも出現頻度も100%であった｡また,キツネノボタンとカラス

ノエソドゥが個体数,出現頻度ともに増大した｡オオアレチノギクの生育型はロジェット

型で増加の傾向にあり,その種子は休眠種子と考えらる｡新しく出現したのはウシハコベ,

ナズナ,コモチマンネングサ他3種であった (Table1)0

このように,締め切り後,最初に定若しはじめたのはアメリカセンダングサとタカサブ

ロウと考えられる｡ところで,この両者は,水田や田の畦,港,湿地などに普通に生育

する雑草で秋に種子を形成して枯死する1年草で,種子は休眠種子であることが,今回の

調査で明らかになった｡これらは,背後地のものとほぼ同じ生育期にあったので,発芽 ･

定着のもととなった種子は水流によって締め切られる前,背後地から運ばれたのものと考

えられる2).っまり,4月以前に背後地から海に運ばれた休眠種子がカキ床に沈殿するな

どして留まったと考えられる｡群生したカキ床は種子などの停留には十分な立地であっ

た｡

堤防によって締め切られ 水位が下がったためにカキ床は露出することになった｡後述

するように,カキ床の土壌は降水等で洗われ除塩が進み塩分は可なり低下して,塩類土額

でない正常土壌になっていた｡それで,前年に運ばれていた種子の発芽 ･定着が可能にな

ったのだろう｡また,出現頻度が比較的高いギシギシやチョウジタデも水田や畦などに普

通に生育している雑草で,この両者も背後地から川の水で運ばれたもと考えられる3).

一方,ノゲシとセイタカアワダチソウはキク科の植物で風散布種子の代表的なものであ

る｡ところで,この調査地に近い金崎の砂硬地における7月の調査ではノゲシは殆どが生

育初期～中期のもので,背後地のものが開花～果実期であるのに比べて生育期が遅れてい

た (未発表)｡このことから,ノゲシは,背後地から種子が風によって運ばれて発芽 ･定

着したもと考えられる｡また,ノゲシの種子は1997年11月,18年2月の調査でもカキ床に

芽生えがあることから,だらだらと発芽する性質をもっている非休眠種子と考えられる｡

セイタカアワダチソウは多年草で秋には多数の種子をつくる｡しかし,ノゲシのように芽

生えは見られないが,根元からひこぼえが生長している｡したがって,セイタカアワダチ

ソウの種子は休眠種子と考えられる｡

塩沼地植物の仲間であるホソバハマアカザとヨシが出現しているが,個体数そのもは非

常に少ない｡前者は1998年の2月の調査で,カキ床の周辺に芽生えが見られることから,

今後,塩分が多少のこるカキ床のまわりに進出することが予想される｡また,締め切り後

の金崎の干陸地 (小江沖の北東約3knに位置する)に塩分が多少のこる泥質～砂質の土壌

に同科のウラジロアカザが最初に侵入していたので (未発表),今後,ウラジロアカザも

カキ床の周辺部に生育地を広げることが予想される｡この種は帰化植物で海岸の砂地に生
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育すると報告されている4)ように,い くらか耐塩生がある植物 と考えられる｡一方,種子

を形成 しているヨシは観察されなかった｡ヨシは一般に還元土壌でも栄養繁殖で増えるこ

とができるので,カキ床のまわ りに進出することが考えられる｡

Table1.FloraatsevenoysterbedsetbeyondOe

PlantspeciesobserVed Frequency(%)1 DispersalofseedsÅug.21,'97 NoV.19,'97 Feb.ll,'98

Bidensfrondosa(アメリカセンダングサ) 100(Fr)※ W - Water

Ecliptaprostrata(タカサブロウ) 100(Fr,Fl)冗 100(Fr)※ W Water

Sonchusoleraceus(ノゲシ) 43(Fl) 100(Fr,EG)※100(EG,MG)※ Wind

Solidagoaltissima(セイタカアワダチソウ) 43(Fl) 29(Fr) ･29(Sp) ･Wind

RumexjaPonicus(ギシギシ) 43(Fl) 57(Fr,EG) 57(MG,EG) W■ater

Ludwigiaprosty;ata(チョウジタデ) 43(Fr) W - Water

Boehmerianipononivea(カラムシ) 29(Fl) 57(Fr) W Water

Artem由iaPrincePs(ヨモギ) 29(Fl) 71(Fr) 57 Water

Digitariaadscendens(メヒシバ) 29(Fr) W 57(Ro) Water

Astersubuh2tuS(ホウキギク) 14(Fr) W Wind

Erigeronsumatrensis(オオアレチノギク) 14(Fl) 57(Fr) Wind

LactuGaindica(アキノノゲシ) 14(Fl) 14(Fr) W Wind

PolygonumavicuhZYle(ミチャナギ) 14(Fl) W 14(ち) Water

Aeschynomeneindica(クサネム) 14(Fr) W - Water

phragmitescommunis(ヨシ) 14 43 W Wind

PmiPPaindica(イヌガラシ) N.0. 57(F1) 29 Water

YoungiajaPom'ca(オニタビラコ) N.0. 43 43 Wind

Chenopodiumghzucum(ウラジロアカザ)2 N.0. 14 W Water

Amaymthusviridis(ホナガイヌビユ) N.0. 14(Fr) W Water

Ranunculusquelbaertensii(キツネノボタン) N.0. 14 57 Water

Viciaangustlfolia(カラスノエソドゥ) N.0. 14 43 Water

BidensbiterMta(センダソグサ)CnzssocePhalumcrePidioides(ベニバナポロギク) N.0. 14(Fr) W' WaterN.0. 14(Fr) W Wind

1Txm'sstoLlomjTera(ジシバリ) N.0. +.14 14 1Ⅳind

Arthraxonhispidus(コブナグサ) N.0. 14(Fr) W Water

SetariaghZuCa(キンエノコロ) N.0. 14(Fr) W Water

Stelhzriamedia(ウシハコベ) N.0. N.0. 57 Water

Capselh2bursaやastoris(ナズナ) N.0. N.0. 14 Water

SedumbulbljTmLm(コモチマンネグサ) N.0. N.0. 14 Water

Galiumspurium(ヤエムグラ) N.0. N.0. 14 Water

Hem由iePtalyyata(キツネアザミ) N.0. N.0. 14 Water

1(No.ofoysterbedwitheachplant/sevenoysterbeds)×100.Areaofeachoysterbedsetwas
about2×3Ⅰばanditsheightwas30-50cm.
20bseⅣedatclayeysoilsaroundtheoysterbed.
※:Dominantspecies.
B:buds,EG:earlystageofgrowth,Fl:floweringstage,Fr:fructifyingstage,MG:middlestageof
growth,N.0∴notobseⅣed,Ro:rossete,Sp:sprout,W:withered.
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2.カキ床一帯の植物相
1998年2月の調査では,17科45種の雑草が確認された｡これらのうち,キク科が10種で

一番多く22%を占め,次いでイネ科の6種,アブラナ科の5種,マメ科の4種などであっ

た｡キク科の大部分とヨシとススキを合わせて20%が冠毛や羽毛をもつ風散布種子であっ

た｡ギシギシやアメリカセンダングサ,ハマダイコンをはじめ大半が淡水散布種子と考え

られる｡風散布種子のうち64%がキク科の植物であった｡

塩沼地植物としては,ヨシとホソバハマアカザの2種だけで意外と少なかった｡後者の

芽生えがカキ床のまわりにあるので,塩分が残っている間は生育域を広げていくと考えら

れる｡

帰化植物としては,アメリカセンダングサ,オオアレチノギク,セイタカアワダチソウ,

オニノゲシ (いずれもキク科)など9種 (20%)が確認された｡これのうち,44%がキク

科の植物であった (Table2)0

Table2.FloraattheoysterbedbeyondOe

Polygonaceae(タデ科)

RumexacetosaL.(スイバ)

R.jaPonicusHoutt.(ギシギシ)

Caryophyllaceae(ナデシコ科)

Ce71aStiumglome71atumThuill.(オランダミミナグサ)

StelhlrhlmediaVill.(ハコベ)

S.aquaticaScop.(ウシハコベ)

S.aLsineGrimmvar.unduhZtaOhwi(ノミノフスマ)

Chenopodiaceae(アカザ科)

AtriplexgmeliniiMey.(ホソバハマアカザ)

Ranunculacese(キンポウゲ科)

Ranu71CulusquelpaertensisNakai∀ar.ghzberHara(キツネノボタン)

R.sceleratusL.(タガラシ)

Papaveraceae(ケシ科)

CorydalisheterocaゆaSieb.etZucc.var.japonicaOhwi(キケマン)

Cmsiferae(アブラナ科)

CaPselh2buy:sa-PastorisMedic.(ナズナ)

Carddminej7exuosaWith(タネツケバナ)

NasturtiumoHicinaleR.Br.(オランダガラシ)

RaPhanussativusL.var.hortensisBackerformaraPhanistroidesMakino(ハマダイコン)

PorippaindicaHiern(イヌガラシ)

Crassulaceae(ベンケイソウ科)

SedumbulblfenLmMakino(コモチマンネグサ)

Leguminosae(マメ科)

AstragalussinicusL.(レンゲソウ)

MediGagOhispidaGaertn.(ウマゴヤシ)

ViciaanBuStlfoliaL.(カラスノエソドゥ)

V.hirsutaS.F.Gray(スズメノエソドゥ)
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Umbelliferae(セリ科)

Apiumleptophyllum(Pers.)F.Muell.(マツバゼリ)

TorilisjaponicaDC.(ヤブジラミ)

Primulaceae(サクラソウ科)

Trigonotis♪eduncuhm'sBenth.(キュウリグサ)

Rubiaceae(アカネ科)

GaliumspuriumL.var.echinosilermOnHayek(ヤエムグラ)

Verbenaceae(クマツヅラ科)

VerbenabrasiliensisYell.(アレチハナガサ)

Labiatae(シソ科)

Lamiumamblexicauh?L.(ホトケノザ)

Scrophulariaceae(ゴマノハグサ科)

Veronica♪ersiaZPoir.(オオイヌフグリ)

V.unduhdaWallich(カワジシャ)

Plantaginaceae(オオバコ科)

mmtagoasiaticaL.(**Ji=)

Compositae(キク科)

Ariemisiapn'ncepsPampan.(ヨモギ)

BidensfrondosaL.(アメリカセンダングサ)

ErigeronsumatorensisRetz.(オオアレチンギク)

LactuazindiaL.(アキノノゲシ)

LnPsanaaPogonoidesMaxim.(タビラコ)

HemistePtalyyataBunge(キツネアザミ)

SoliddgoaltissimaL.(セイタカアワダチソウ)

SonchusasperL.(オニノゲシ)

S.oleraceusL.(ノゲシ)

YoungidjaponicaDC.(オラタビラコ)

Gramineae(イネ科)

MikcanthussinensisAnderss.(ススキ)

RaspalumdistichumL.(キシュウスズメノヒエ)

PhylagmitescommunisTrin.(ヨシ)

PoaannuaL.(スズメノカタビラ)

Zoii由jaPonicaHancevar.n妙onicaOhwi(ナガミノオニシバ)

Grassesspp.(イネの一種)

FieldsuⅣeywasdoneonFeb.ll,1998.

3.土壌の電気伝導度 (EC)

カキ床の土壌のECはカキ床のまわりの土額に比べて非常に低いことがわかった
(Table3)01998年2月時の値は,1997年7月の約半分の値に低下していた｡これは,カ

キ床では降水などの浸透が容易に進み,除塩が進んだものと考えらる｡また,土壌は風化

が進んでおり,測定は不可能であったが土壌の色などから酸化土額であることは容易に判

断できた｡そのために,雑草の侵入 ･定着が容易であったと考えられる｡
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カキ床のまわりの潟土壌では土壌の風化が進まず,まだ,かなりEC値が高くまだかな

り塩分が含まれていた (Table3)｡一般に潟土は,透水係数が低く,不透水に分類されて

いる5).降水などの浸透がすすみにくく,そのために除塩がすすまなかったと考えられる｡

土壌のECの値が2dSm~1以上であると作物の生育は困難であるとされている6)が,筆

者の調査でもそれ以上では雑草の生育が困難であるとういう結果をえた1).カキ床のまわ
りは,1998年 2月の調査でも8.2dSm~1でカキ床に比べやく4倍も高い｡また,後述する

が,土壌中の酸素が少ない還元土壌であることも雑草が侵入 ･定着できない要田のひとつ

となっていることが考えられる｡当分,カキ床のまわりには雑草の侵入 ･定着は無理であ

ろう｡

Table3.SoilpropertiesattheoysterbedbeyondOe

EC(dSm-1) pH(KCl)

1997.7.21 1998.2.11 1997.7.21 1998.2.ll

Oysterbed (514.0±23.1)×10~3 (224.3±6.4)×10ー3 7.10±0.08 7･48±0.04

(3) (3) (3) (3)

Aroundoysterbed

Soildepth(cn)

0--1 29.8±8.8 17.8±3.8 6.99±0.03 7.62±0.14

(3) (3) (3) (3)

-10--15 9.3±1.0 8.2±1.5 7.04±0.14 7.64±0.20

(3) (3) (3) (3)

EC:Electricconductivity.

Numbersinparenthesesrepresentsoilssampledateachsite.Valuesaremeans±S.D.

4.土壌のpH

1997年 7月21日のサンプルの測定データに比べて,1998年 2月11日のデータはすこし高

い値がえらわた (Table3)｡しかし,それぞれの調査期日では,カキ床とカキ床のまわり

の値は殆ど差はなかった｡したがって,土壌のpHは雑草の侵入 ･定着の限定要因となっ

ているとは考えられない｡

5.土壌の酸化還元電位 (Eh)

カキ床では測定不可能であった｡カキ床のまわりにおいて,深さが10cmのEh(mv)は,

時間の経過ともに徐々に低くなっていく傾向にあったか,今回の調査期間中はその値は依

然として負で還元土車であった (Table4)｡つまり,酸素が少ない土壌であった｡そのた

め,雑草の侵入 ･定着が起きにくいと考えられる｡このように,土額の酸化 ･還元状態も

雑草の侵入 ･定着の関係していると考えられる｡なお,深い土壌では,硫化水素様の異臭

があった｡干潟などの嫌気的環境に生息する硫酸還元細菌の働きで有毒な硫化水素が発生

するとされている7)ので,それにる生育阻害も考えられる｡
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Table4.Changesinoxidation-reductionpotential(Eh)ofsoils

aroundoysterbed

Date Eh(mv)

1997.7.21

1997.ll.19

1998.2.ll

(288.3±58.0)

(3)

(215.0±59.3)

(3)

(181.0±19.8)

(3)

Ehwasmeasuredat10-15cmdeepofthesoilsection

NumbersinparentlleSeSrepresentSitesmeasured.

Valuesaremeans±S.D.

Ⅳ 摘 要

1.諌早湾が潮受け堤防で締め切られた後,水位が-1mに保たれたためカキ床が露出し

養殖されていたカキは死滅した｡そのカキ床の分布とカキ床上の植物相を調べた｡

2.諌早湾奥の提内には,本明川に両岸に沿ってカキ床が分布していた｡

3.カキ床の土壌には雑草が侵入 ･定着していたが,カキ床のまわりの潟土には雑草は生

育していなかった｡

4.カキ床の土壌は,風化されて除塩されてはぼ正常に近い土壌になっていた｡一方,カ

キ床のまわりは,風化と除塩があまり進まず土襲塩分がかなり高い塩類土額であった｡

5.カキ床の中の土壌は褐色を呈し酸化土壌であった｡一方,カキ床のまわりは,青黒色

を呈LEhの測定の結果,還元土額であった｡

6.カキ床中とカキ床のまわりの土事のpHは,同時期の測定では殆ど差はなかった｡し

たがって,土手のpHはカキ床のまわりに植物が生育できない限定要因でないことが

わかった｡

7.カキ床上の植物で,1997年 7月の調査ではアメリカセンダングサとタカサブロウが,ll

月ではタカサブロウとノゲシが,1998年2月ではノゲシが優占種でしかも出現頻度が

100%であった｡1998年2月のカキ床一帯の調査で17科45種の雑草が確認できた｡

8.カキ床に最初に侵入 ･定着したのは,アメリカセンダソグサとタカサブロウと考えら

れ それらの種子は背後地から淡水によって運ばれたと考えられる｡1998年2月の調

査で確認された植物のなかで,80%が種子が背後地から淡水で運ばれたものであるこ

とがわかった｡また,塩沼地植物はわずか2種であった｡

9.塩沼地,いわゆる潟土が干上がった陸地への雑草の侵入 ･定着は土額の塩分濃皮 (E

C)と酸化還元電位 (Eh)によって限定されることが明らかになった｡

10.除塩がさらに進むと,カキ床上ではキク科の植物が優占する群落が形成されていくこ

とが予想される｡

ll.カキ床のまわりは,まだ,陸上の雑草の侵入 ･定着は難しく,当分の間夏には塩沼地
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植物の一種であるホソバハマアカザや多少耐塩性をもつウラジロアカザ (いずれもア

カザ科)が生育することが予想される｡
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